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ヤングケアラー等に関する実態調査の実施について

１．調査の目的

・本来、大人が担うべき家事や家族の世話等を日常的に行っているようなヤング

ケアラーに関する実態の把握及び必要に応じた支援に資する。

・中高生のパソコンやスマートフォンの所有状況等を把握し、今後の高校でのＩ

ＣＴ教育推進の参考とする。

・いわゆる「生理の貧困」の問題に係る高校生の実態を把握する。

２．対象

・県内公立高等学校全生徒

・県内公立中学校第３学年生徒

３．調査日

・令和３年６月１６日（水）から６月２２日（火）

４．実施方法

・Google Workspace for Education を使用し、パソコン等を操作して回答する

５．調査内容

・ヤングケアラーの認知度、家庭内での家事や家族の世話などの有無、家事や家

族の世話の種類、頻度や時間など

（相談先の紹介を含む）

・家庭の情報端末などの環境について

・いわゆる「生理の貧困」の問題に係る実態について（高校生女子のみ）

※ 全10問程度

６．相談窓口

・ヤングケアラーに対する専用のメール相談窓口を設置する。

young-mirai@e-net.nara.jp


